
一Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
」
が
行
わ
れ
る
予

　

客
促
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
‘

定
で
す
。
ワ
ー
ク
（仕
事
）
と

　

さ
ら
に
「食
」に
関
し
て
も
、

バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（休
暇
）
を
組

新
鮮
な
魚
介
類
を
中
心
と
し
た
・

み
合
わ
せ
た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

食
材
が
豊
富
で
、
独
特
の
味
覚

も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
を
楽
し
め
る
地
域
で
す
。
こ
の

連
動
さ
せ
な
が
ら
観
光
客
の
誘

機
を
逃
す
こ
と
な
く
、
地
域
の

致
を
進
め
る
べ
き
で
し
ょ
う

個
性
を
生
か
し
た
体
験
型
の
観

か
。

　　　　　　　　　

光
メ
ニ
ュ
ー
や
広
域
観
光
周
遊

地域の魅力発信図る笠井ｉ

地域周遊ルー 達 成 田中ｉ

アドベンチャ」トラベルの適地として高い評価を受けて
いる釧路市阿寒湖温泉で今年度開催されたロングランイ
ベント 「力ムイヘの祈り」

寒さのメ リヅ

駆
け
て
株
式
会
社
ア
ド
ベ
ン
チ

ゾ
Ｊ
ト
の
星
野
佳
路
社
長
が
外

ャ
Ｔ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
、
火
山
と

国
人
客
に
頼
ら
な
い
国
内
で
の

湖
、
山
、
川
、
動
物
や
植
物
な

観
光
循
環
を
提
唱
し
て
い
ま
す

ど
の
自
然
・
ア
イ
ヌ
文
化
と
の

が
、
蕊
綜
を
得
て
い
ま
す
。
ワ

時他生かし事業展開壬生１
：

交
流
な
ど
特
色
を
生
か
し
た
事

ー
ケ
ー
シ
ヨ
ン
が
ク
ロ
ー
ズ
ア

　

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

‐

　

ツ
プ
さ
れ
て
お
り
、阿
寒
摩
周
、

　

，
今
年
は
、
札
幌
で
「Ａ
Ｔ
Ｗ

釧
路
湿
原
、
知
床
と
三
つ
の
国

　

Ｓ
２
０
１
２
北
海
道
」
が
予
定

立
公
園
が
あ
る
釧
路
が
適
地
な

“

　

さ
れ
て
お
り
、
開
催
さ
れ
れ
ば

　

こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
。

　

日
本
の
み
な
ら
ず
、
世
界
中
の

　

昨
年
の
朝
ド
ラ
「エ
ー
ル
」

日
本
の
み
な
ら
ず
、
世
界
中
の

　

昨
年
の
朝
ド
ラ
「エ
ー
ル
」

人
々
が
塞
遮
し
、
釧
路
の
魅
力

の
中
で
、
福
島
名
物
の
裁
判
聾

を
国
内
外
問
わ
ず
多
く
の
皆
さ

を
食
べ
る
シ
ー
ン
が
あ
り
話
題

ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
好
機
と

に
な
り
ま
し
た
。
色
は
違
っ
て

な
り
ま
す
。
国
際
商
談
会
を
契

も
阿
寒
の
ま
り
も
羊
藁
と
同
じ

機
に
、
更
な
る
誘
致
を
推
し
進

も
の
で
、
ネ
ッ
ト
上
で
反
響
が

め
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
何
が
引
き

　

中
司

　

毎
年
伸
び
て
き
て
い

　

金
に
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
は
新
型

と
に
か
く
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を

コ
ロ
ナ
の
流
行
で
ほ
ぼ
ゼ
ロ
と
発
信
す
べ
き
で
す
。

な
つ
て
い
ま
す
．
最
近
改
め
て

コ
ン
整
備
不
可
欠
松浦氏

パ
ン

釧
根
で
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活

後
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
に
よ
り
、
に
入
る
予
感
が
し
ま
す
。

　　

庭
で
フ
ォ
ロ
ー
す
る
た
め
に

超
－攻
守
馨
唯
一徹
鋭
化
各
家
庭
で
の
リ
モ
ー
ト
璽
采の

　

特
に
ォ
ン
ラ
ィ
ン
で
の
学
駕
も
・
庇護
者
向
け
鉦償
の
Ｉ
Ｔ

し

（道
教
育
大
学
附
膚
釧
路
中

展
開
な
ど
も
視
野
に
入
れ
な
が
は
こ
れ
ま
で
の
地
域
格
差
を
解

講
座
を
開
い
た
り
、
パ
ソ
コ
ン

学
校
）

　　　　　　　　

ら
学
力
向
上
を
図
っ
て
い
く
こ
消
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る

購
入
に
補
助
金
を
出
す
な
ど
の

庭
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
が
必

と
が
必
要
で
す
。

　　　　

と
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま

施
策
を
推
進
す
べ
き
で
す
。

ず
し
も
十
分
で
な
い
子
供
た
ち

　

ま
た
、
体
力
向
上
対
策
で
す
す
。
ま
ず
は
１
人
１
台
の
タ
プ

松
浦

　

多
様
な
子
供
た
ち
を

が
い
ま
す
。
町
村
や
民
間
団
体
が
、
現
在
、
釧
路
市
内
の
小
学
レ
ッ
ト
の
確
保
や
高
速
通
信
網

誰
一人
取
り
残
す
こ
と
な
く
確

な
ど
か
ら
も
協
力
し
て
も
ら
い

校
１
校
に
体
育
専
任
教
師
が
配

の
整
備
を
急
い
で
、
こ
う
し
た

　

実
に
育
成
す
る
、
教
育
の
Ｉ
Ｃ

学
習
の
場
を
提
供
し
て
い
か
な
ー直
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
時
代
の
先
取
り
が
で
き
る
よ
う

　

Ｔ
環
境
実
現
に
は
、
１
人
１
台

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　　　

「体
育
専
科
教
員
活
用
事
業
」

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　

の
パ
ソ
コ
ン
と
高
速
大
容
量
の

　

Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
環
境
が
整
っ
た
ス

　

で
す
が
、
配
置
校
で
は
、体
力
、

　

小
畑

　

児
童
、
生
徒
１
人
１

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一体
的

ペ
ー
ス
を
生
か
し
、
オ
ン
ラ
イ
運
動
能
力
面
で
全
国
平
均
値
よ
台
の
パ
ソ
コ
ン
整
備
と
聞
い

　

整
備
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
根
室

ン
学
習
の
拠
点
整
備
が
必
要
で
り
も
高
い
成
果
が
出
て
お
り
、
て
、
保
護
者
は
ど
う
受
け
と
め
高
校
で
は
昨
年
８
月
に
「北
海

す
。
ま
た
モ
デ
ル
市
町
村
の
取
事
業
の
さ
ら
な
る
拡
大
が
必
要
た
で
し
ょ
う
。
以
前
、
五
輪
担

道
根
室
高
等
学
校
教
育
振
興

り
組
み
を
検
証
し
、
町
村
に
晋

と
考
え
ま
す
。′

　　　　　　

当
大
臣
が
パ
ソ
コ
ン
を
一度
も

会
」
が
発
足
し
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

及
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
し
、

　

中
司

　

昨
年
は
、
新
型
ゴ
ロ
使
つ
た
こ
と
が
な
い
と
国
会
で

ク
ー
ル
構
想
を
活
用
し
て
全
生

人
材
、
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
を

ナ
で
長
期
の
休
校
を
強
い
ら
れ
答
弁
し
そ
の
後
辞
任
し
ま
し
た

徒
に
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
賞
与

育
成
し
、
官
民
一体
と
な
り
同

て
学
校
教
育
は
対
応
に
追
わ
れ
が
、
Ｉ
Ｔ
に
疎
い
私
に
は
お
手

す
る
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

構
想
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
に

ま
し
た
が
、
一方
で
図
の
Ｇ
Ｉ
上
げ
で
す
。
こ
れ
は
決
し
て
他

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
リ
モ
１
ト

全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　　

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
な
ど
の
新
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　　

会
議
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

　

壬
生

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

し
い
方
針
も
出
さ
れ
る
と
と
も

　

ま
ず
現
場
の
担
当
教
員
が
研

ネ
ッ
ト
環
境
は
な
く
て
は
な
ら

構
想
は
、
学
校
で
の
パ
ソ
コ
ン

　

に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
や
、
分

修
し
、
子
供
は
も
と
よ
り
、
保

な
い
の
が
現
状
で
す
。
教
育
で

園
国
圃
回
国

興
り
ケ
ー
ジ
プ
ラ
鯵

　　　　　

　

　

総議会欝綴誇＊総務薩

　　　　　　　

無

　
　　
　

　　

　

翁←灘裏灘灘
〒０８５，００３６釧路市若竹町２－５

ＴＥＬ（Ｑせ５４）２２－Ｑｆ２‐Ｉ
ＦＡＸ（０１５４）２４‐７９３５

「般小売り憲地方発送も致附ｏ〕

　　　

お気軽にお越し下さい。

総
合
衣
料
品
卸

錆
桜
商
＊

釧
路
市
末
広
町
十
二
の
一

　　　

園

２３
も
川

ー

　　

－
ｒ盆

高
速
通
信
網
整
備
急
ぐ
嵩
氏

　

補
助
金
な
ど
施
策
推
進
錨
氏

　　　　　　　　　　

能
習
得
も
急
務
で
、
働
き
方
改

‐
掌
核
教
育

　

．
革
と
の
整
合
も
必
要
で
す
。

　　　　　　　　　　

主
体
的
、
対
話
的
深
い
学
び

　

司
会

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
学

を
通
し
て
、
子
供
た
ち
が
未
来

　

ｒ

　

・鞭
融麟
織
謝棚

校
教
育
で
は
、
学
力
、
体
力
の

　

の
創
り
手
と
な
る
よ
う
な
環
境

譲
雪
ま榊

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　　
　　
　　
　
　

　

ヒ
ヒ
も
ご
、
Ｅ
走
１
人
１

箸
蒲
こ
・
覧
義

夢
へ致
愛
コ翼
髪

削楚
が
き
一盤
一鮒
轍闘

　

雪
翌
日
筋
′
だ
４
二
も
雲
霧
イ
コ
Ｒ
“
幕
月
超
嶋
竺
ｆ
ｆ

　　

ｒ縛，疑謝
矧園
継臨

　

写
望
月
ゾ
巳
に
尋
２
淫
疑
と
国
賓
耳
趨
粗
謡
等
謹
ま
±
±

　　

＼
、

　

き
生還

ネ
“
ト
ワ
ー
ク
環
境
な
ど
を
整

　

庄
ヰ

昨
年
は
、
新
型
ゴ
ロ

　　

撒
濁
嗣
鷹
湖

備
す
る
「Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

　

ナ
の
影
響
に
よ
り
、
全
道
一斉

構
想
」
な
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化

　

の
学
校
休
業
が
あ
り
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

せ
い
じ
やく

め
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

　

笠
井

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

　

て
、
今
年
４
月
ま
で
に
全
て
の

繰

る
学
び
の
保
障
が
重
要
で
す
。
小
中
学
生
に
１
人
１
台
の
端
末

新
学
習
指
導
要
領
の
通
り
国
際
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

化
や
１
Ｃ
Ｔ
化
の
加
速
的
導
入

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
休
校
時

に
よ
る
急
激
な
社
会
変
化
へ
の

　

の
対
応
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
な
事
情
に
よ
っ
て
不
登
校
と

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
が
前

な
っ
て
い
る
児
童
・生
徒
に
と

・１

学
校
内
通
信
網
の
整
備
と
地
域

う
観
点
か
ら
勺
三
撰
謝で
す
。

の
未
整
備
状
況
の
解
消
で
す
。．

３

　

０
日
．
・‐
ご
転
校
は
全
道
で

・享
縁
綱
総
轄
騰
騒
膳翻
蝋購激
闘

高
校
で
は
生
徒
間
や
公
私
間
で

　

７
年
連
拓
＼増
加
し
て
い
ま

　

を
受
け
る
こ
と
で
出
席
扱
い

の
格
差
解
消
も
図
ら
な
け
れ
ば

す
。
不
登
校
の
生
徒
が
一定
の
な
る
よ
う
働
き
掛
け
ま
す
。

な
り
ま
せ
ん
。
教
え
る
側
の
技

要
件
の
下
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

　

桐
木

コ
ロ
ナ
禍
で
Ｇ
Ｉ

ぞ

　

出 ） 席

　

者

　

，

）

⑤

　

⑥

　

④

　

③

　

②

　

②

　

①
長

ず

　　　

域

　

獅

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　　

　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

磁－氏
胎一服榊胎誠
賂眼
胎眠
瞬一服
給眠
畿
会

　

贈禽
遁
ー側
道
宗
道
龍
一道
英
釧
茂
帽
勝
一眼
司

　　　　

、十ノ

　　　　　

、十十ノ

　　　　　

、十′′

　　　　　

、十ノ

　

・

　　　

、十ノ

　　　　　

、十ノ
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